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国
論
を
二
分
す
る
総
選
挙
の
中
身 

２
０
２
６
年
１
月
19
日
、
マ
ス
コ
ミ
に
「
な
ぜ
今
、
何
の
た

め
の
総
選
挙
か
」
と
聞
か
れ
た
高
市
首
相
は
第
一
に
「
高
市
首
相

で
い
い
の
か
ど
う
か
」
、
第
二
に
「
維
新
と
の
連
立
政
権
の
是
非

に
つ
い
て
」
、
第
三
に
「
国
論
を
二
分
す
る
よ
う
な
重
要
政
策
の

転
換
に
挑
戦
す
る
こ
と
」
の
３
点
を
挙
げ
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て

国
民
に
「
信
」
を
問
い
た
い
と
語
っ
た
。
し
か
し
肝
心
の
「
国
論

を
二
分
す
る
重
要
政
策
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
は
何
も
応
え
な
か

っ
た
。
た
だ
高
市
首
相
の
言
う
国
論
を
二
分
す
る
よ
う
な
重
要
政

策
と
は
、
①
改
憲
、
②
非
核
三
原
則
の
見
直
し
、
③
武
器
輸
出
の

全
面
的
解
禁
、
④
ス
パ
イ
防
止
法
制
定
、
⑤
対
外
情
報
庁
（
日
本

版
Ｃ
Ｉ
Ａ
）
の
創
設
、
⑥
防
衛
増
税
の
実
施
な
ど
安
保
防
衛
政
策

（
戦
争
準
備
）
の
推
進
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら

そ
れ
は
高
市
首
相
が
自
民
党
総
裁
選
や
国
民
、
維
新
と
の
連
立
交

渉
な
ど
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
総
選
挙
に
圧
勝
し

た
高
市
政
権
が
安
保
防
衛
政
策
を
実
現
す
る
た
め
に
、
戦
争
準
備 

      

を
よ
り
い
っ
そ
う
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
は
火
を
見
る
よ
り
も
明
ら

で
あ
る
。 

日
米
首
脳
会
談
（
25
年
10
月
28
日
）
で
、
高
市
首
相
は
、
安

保
三
文
書
（
国
家
安
全
保
障
会
議
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
防
衛

力
整
備
計
画
）
の
２
年
間
前
倒
し
を
ト
ラ
ン
プ
に
約
束
し
た
。
そ

の
中
身
は
「
23
年
～
27
年
ま
で
の
５
年
間
で
43
兆
円
投
入
し
防

衛
力
の
抜
本
的
増
強
を
図
る
。
防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
％
か
ら

２
％
に
拡
大
す
る
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
保
有
す
る
」
こ
と
で
あ

っ
た
。
昨
年
12
月
、
25
年
度
補
正
予
算
が
成
立
し
た
。
防
衛
関

連
予
算
は
１
兆
１
０
０
０
億
円
、
25
年
度
本
予
算
の
防
衛
費
が

９
兆
９
０
０
０
億
円
、
合
計
す
る
と
11
兆
円
と
な
る
。
こ
れ
は

５
３
０
兆
円
と
い
わ
れ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
２
％
以
上
と
な
る
。
27
年

度
に
実
現
予
定
だ
っ
た
「
防
衛
費
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％
枠
」
を
２
年

間
前
倒
し
で
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
医
療
、
介
護
、

教
育
な
ど
の
福
祉
予
算
が
大
幅
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
。 
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非
核
三
原
則
を
無
視
す
る
高
市
首
相 

毎
日
新
聞
が
衆
院
選
全
候
補
者
１
２
８
５
人
を
対
象
に
行
っ

た
「
核
保
有
・
核
共
有
に
関
す
る
」
ア
ン
ケ
ー
ト
（
26
年
２
月

３
日
）
で
「
核
保
有
す
べ
き
」
が
５
％
、
「
核
共
有
を
検
討
す

る
」
が
28
％
を
占
め
合
計
33
％
に
達
し
た
。
一
方
「
核
の
保
有

も
共
有
も
す
べ
き
で
な
い
」
が
55
％
と
過
半
数
を
超
え
た
が
想

定
よ
り
か
な
り
低
い
と
い
え
る
。
各
政
党
内
の
核
保
有
・
共
有
論

派
は
、
維
新
の
93
％
を
筆
頭
に
、
参
政
73
％
、
未
来
47
％
、
ゆ

う
こ
く
44
％
、
自
民
36
％
、
国
民
28
％
、
中
道
・
共
産
・
れ
い

わ
・
社
民
は
０
～
１
％
で
あ
っ
た
。 

こ
う
し
た
国
会
内
外
の
空
気
を
背
景
に
自
民
党
総
裁
選
で
高

市
首
相
は
「
非
核
三
原
則
（
核
兵
器
は
持
た
ず
、
作
ら
ず
、
持
ち

込
ま
せ
ず
）
は
核
拡
大
抑
止
の
現
実
と
矛
盾
す
る
。
持
ち
込
ま
せ

ず
は
現
実
的
で
な
い
」
と
、
持
論
の
非
核
三
原
則
の
見
直
し
を
繰

り
返
し
述
べ
た
。
ま
た
衆
院
予
算
委
員
会
で
は
「
非
核
三
原
則
を

堅
持
す
る
の
か
」
の
質
問
に
「
申
し
上
げ
る
段
階
に
な
い
」
と
答

弁
を
拒
否
し
た
。
過
去
６
回
も
「
非
核
三
原
則
堅
持
」
の
国
会
決

議
や
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
輝
い
た
原
爆
被
爆
者
団
体
協
議
会
の
熱

い
願
い
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
世
界
で
唯
一
の
被
爆

国
で
あ
り
核
兵
器
禁
止
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
核
抑
止

論
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
高
市
政
権
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
許

し
て
は
な
ら
な
い
。
高
市
内
閣
が
「
非
核
三
原
則
を
破
棄
し
て
核

共
有
を
掲
げ
る
」
維
新
に
先
導
役
を
担
わ
せ
、
日
本
の
核
武
装
の

道
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
動
き
は
今
後
ま
す
ま
す
強
ま
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。 

安
倍
首
相
が
「
武
器
輸
出
三
原
則
（
①
国
連
が
禁
止
す
る
武

器
禁
輸
国
に
は
売
ら
な
い
、
②
紛
争
当
事
国
に
は
売
ら
な
い
、
③

共
産
圏
の
国
に
は
売
ら
な
い
）
を
防
衛
装
備
移
転
３
原
則
に
変
更

し
た
」
（
２
０
１
４
年
）
そ
の
後
も
武
器
移
転
（
輸
出
）
の
緩
和

は
続
き
、
24
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
に
よ
る
次

期
戦
闘
機
（
武
器
）
の
共
同
開
発
か
ら
第
三
国
へ
の
移
転
（
輸

出
）
を
認
め
、
武
器
移
転
（
輸
出
）
が
解
禁
さ
れ
た
。
高
市
政
権

は
武
器
移
転
の
条
件
で
あ
る
５
類
型
（
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監

視
、
掃
海
）
を
撤
廃
し
て
武
器
移
転
の
オ
ー
ル
フ
リ
ー
を
実
現
し
、

ミ
サ
イ
ル
の
輸
出
な
ど
武
器
輸
出
国
家
に
日
本
を
転
換
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
野
望
を
果
た
す
た
め
に
22
年
の

安
保
三
文
書
で
は
「
軍
需
産
業
は
防
衛
力
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
強
化
は
必
要
不
可
欠
」
で
あ
る
と
強
調
し
、
防
衛
力
生
産
基
盤

強
化
法
（
軍
需
産
業
強
化
法
）
を
制
定
し
た
。
そ
し
て
防
衛
産
業

の
国
有
化
方
針
を
打
ち
出
し
、
自
動
車
産
業
に
匹
敵
す
る
軍
需
産

業
を
興
し
軍
事
経
済
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
押
上
げ
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
に
き
て
軍
需
産
業
界
は
、
増
産
体
制
強
化
と
武
器
輸
出
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へ
の
期
待
感
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。
巡
航
ミ
サ
イ
ル
の
国

内
生
産
で
５
兆
円
、
イ
ー
ジ
ス
艦
８
隻
で
３
兆
円
、
護
衛
艦
12

隻
、
潜
水
艦
５
隻
、
Ｆ―

35
戦
闘
機
65
機
で
８
兆
円
、
地
下
シ

ェ
ル
タ
ー
建
設
で
15
兆
円
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
日
本
の
軍
需

産
業
界
（
死
の
商
人
）
の
ト
ッ
プ
企
業
で
あ
る
三
菱
重
工
業
、
川

崎
重
工
業
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
、
伊
藤
忠
、
三
井
物
産
な
ど
の
業
界
は
活
況

を
呈
し
て
い
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

治
安
維
持
法
の
再
来 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
ス
パ
イ
防
止
法
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昨
年
12
月
、
自
民
党

と
維
新
の
「
連
立
政
権

合
意
書
」
で
「
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
・
ス
パ
イ

防
止
法
関
連
法
制
を
速

や
か
に
成
立
さ
せ
る
こ

と
」
が
確
認
さ
れ
た
。

13
年
に
特
定
秘
密
保
護

法
が
制
定
さ
れ
、
①
防

衛
、
②
外
交
、
③
特
定

有
害
活
動
の
防
止
、
④

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
防
止
に 

関
す
る
情
報
漏
洩
を
取
り
締
ま
っ
て
い
る
。
経
済
安
保
情
報
保

護
活
用
法
（
２
０
２
４
年
）
は
、
軍
需
産
業
重
要
経
済
基
盤
保

護
情
報
の
漏
洩
を
取
り
締
ま
る
法
律
で
あ
る
。
国
家
秘
密
を
守

る
た
め
の
法
律
は
出
そ
ろ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ス
パ

イ
防
止
法
」
が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
清
水
雅
彦
日
本
体
育
大
学

教
授
は
「
新
た
に
制
定
を
目
指
す
の
は
外
国
通
報
目
的
の
漏
洩

罪
の
新
設
や
重
罰
化
、
中
央
の
諜
報
機
関
設
置
の
た
め
だ
と
思

わ
れ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
清
水
雅
彦
教
授
は

「
日
本
も
敵
国
を
想
定
し
て
ス
パ
イ
活
動
を
し
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
平
和
憲
法
の
も
と
で
戦
争
す
る
国
の
た
め
の
体

制
整
備
は
許
さ
れ
な
い
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。 

鎌
田
慧
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
は
「
戦
後
『
破
壊
活
動
防

止
法
』
が
制
定
さ
れ
『
特
定
秘
密
保
護
法
』
や
『
共
謀
罪
』
も
成

立
し
た
。
さ
ら
に
『
ス
パ
イ
防
止
法
』
が
加
わ
っ
た
（
小
林
多

喜
二
の
虐
殺
に
象
徴
さ
れ
る
）
治
安
維
持
法
の
再
来
だ
」
と
ス

パ
イ
防
止
法
に
強
く
反
対
し
て
い
る
。
「
ス
パ
イ
防
止
法
」
は

や
が
て
町
内
会
法
で
さ
ら
に
強
化
さ
れ
、
国
民
全
体
が
ス
パ
イ

と
な
り
国
民
が
国
民
を
ス
パ
イ
し
、
隣
が
隣
を
監
視
す
る
暗
黒

（
密
告
）
社
会
を
つ
く
り
出
し
た
。
そ
れ
が
戦
前
の
歴
史
で
あ

り
事
実
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
二
度
と
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。 

（
か
わ
む
ら 

よ
う
じ
） 

高市早苗首相の公式Ｘより 


